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1 本研究の目的 

母子への健診は、健康問題の早期発見と治療において重要である。定期的な母子の健診は妊産婦死亡率や

新生児死亡率を減少させることが示唆されている（Nour 2008, Lawn 2005）。しかしながら、低中所得国に

おいては、母子の医療サービスへのアクセスはまだ十分ではない（WHO 2019）。バングラデシュも例外では

ない。同国は、妊産婦及び新生児の死亡率が高い国の１つであり（WHO 2017）、とりわけ農村部においては、

医療サービスへのアクセスが困難とされている。その原因として、医療従事者が不十分であることや、最寄

りの医療施設までの移動が困難であることが上げられている。そのような中、母子が自宅から健診を受ける

ことができる遠隔健診の導入が求められている。 

そこで本研究では、母子が自宅から遠隔で健診を受けることができるよう「母子遠隔健診システム」を開

発する。そして、このシステムを利用することにより、母子の健診受診率や健康状態が改善するかを調査す

ることを研究の目的とする。 

2 方法 

2-1 研究実施内容

本研究では、バングラデシュ国シャリアトプール郡において介入研究を実施した。対象者は 15～49 歳の妊

産婦およびその新生児であった。産前産後ケアの受診者率と妊産婦と児の健康状態の変化を研究のアウトカ

ムとした。

（１）実施手順

研究を開始するにあたり、母子の治療優先度を選別するコンピューターアプリケーション（トリアージア

プリ）を作成した。本アプリケーションは妊娠 4 か月から産後 6週間までの母親と生後 6 週間の児の健康状

態を対象とする。また、介入開始前には現地の妊産婦の現状を把握するためにベースライン調査として質問

紙調査と健診を行った。現状調査後、トリアージアプリを搭載した「母子遠隔健診システム」を使い、母子

に対する定期健診を 1 年間の予定で開始した。しかし、バングラデシュにおけるコロナウイルス感染症流行

のため、介入開始後 6 か月で介入が一時中止となった。さらに 6か月後に介入を再開したが、介入の効果を

調べるためのエンドライン調査は延期となった。 

（２）介入内容

母子遠隔健診システムを使用し以下の介入を行う。 

ⓐ 遠隔健診チームが母子宅を訪問し検査と健康教育を行う。

ⓑ 遠隔健診チームが母子の検査結果をトリアージアプリに入力する。

ⓒ アプリが治療優先度に応じて、検査値を要緊急対応／要治療／要注意／異常なしの 4 段階に選別する。

「要緊急対応」か「要治療」と判断された場合は、遠隔健診チームがスカイプを使ってダッカの協力機関に

常駐する医師に連絡する。 

ⓓ 連絡を受けた医師はスカイプを使い母子の診察を行い、処方箋を発行する。

ⓔ 緊急対応や精密検査が必要な場合は、医師は母子を最寄りの医療機関に紹介する。

3 結果 

介入開始 6 か月後にコロナウイルス感染症によるロックダウンが発令され、介入継続が困難となったこと

から、中止前までの介入の効果をまとめた。介入半年の時点で、52 名が母子遠隔健診システムを利用し健診

を開始した。その結果、産前ケア 4回以上の受診者率は介入開始前の 29％から 49％に改善された。また産後
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健診の受診者率は介入開始前の 27％から 78％に改善された（以上、図 1）。介入を通し、全体の 38％で妊娠

中の健康状態に改善があった。また全体の 41％で産後の健康状態に改善があった（以上、図 2）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

4 考察 

コロナウイルス感染症により、介入の継続が一時的に困難となり、限られた期間を対象とした介入効果の

結果となった。しかしながら、母子の健診受診率には、介入前と比較して大きな改善があり、遠隔健診シス

テムが受容されていることが理解される。引き続き、同システムによる健診を継続し、母子の健康状態の改

善についてフォローアップを行っていく必要がある。 
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図 1 健診受診率の介入前と後の変化について 

図 2 妊婦健診期間中（左）及び産後健診期間中（右）における母親の健康状態レベ

ルの変化について 
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